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本プログラムは PPPM法に必要な補間係数を算出する。粒子電荷はメッシュ点へスプライン補間され、そ
の重みは

W (ξ) =

p∑
m=0

amξm (1)

の多項式で与えられる。補間誤差は

εinterp =

∣∣∣∣∣ρ(r)−∑
G

W (r−G)ρG

∣∣∣∣∣ (2)

で評価され、次数 p と格子幅の調整によって所望の精度が得られる。
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